
授業実践に関する基礎技術
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説明

発問

指示

「このペンの中身は、どのようになっ
ているだろうか。」

「このペンの中には、インクが
入っていて、ペン先からインクが
少しずつ出るので書くことができ
ます。」

「このペンの中身を調べなさい。」

学習内容や方法等を理解させる行為

思考にはたらきかける行為

行動にはたらきかける行為

・説明・発問・指示

2



子どもの思考を活発にする発問づくりの方法

・あいまいな発問

・言い返しや繰り返しの多い発問

・長すぎる発問

・一度に多くのことを聞く発問

・マンネリ化した発問

・考えるひまを与えない発問

・言いまわしの難しい発問

・前後につながりのない発問

・一問一答になりがちな発問

・答えの分かり切った発問

出典 上川教育局「学習指導の充実のために」

・説明・発問・指示

・明快で簡潔な発問

・精選された発問

・タイミングのよい発問

・能力差を考えた発問

・意欲をもたせる発問

・よく考えさせる発問

・ゆっくり話しかける発問

・相互につながりをもつ発問

・一問多答になりやすい発問

・創意工夫された発問
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 「不思議だね。どのような秘密があるのでしょう
か。」

 「前の時間には、どのようなことを学びました
か。」

 「どのような方法で考えたらよいですか。」

 「なぜ、～なのでしょうか。」

 「みんなでその理由を考えましょう。」

目的意識やゴールの明確化、既習事項の想起

導入における発問の具体例

・説明・発問・指示
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 「今までに学習したことで、使えそうなことはあり
ませんか。」

 「○○さんの考えはこういうことですか。」

 「友達の考えと自分の考えを比べて、同じことや違うこ
と、気付いたことは何ですか。」

 「話し合って分かったことは、どんなことですか。」

 「～と～とをまとめるとどうなりますか。」

簡潔で明確な発問、発問に対する応答の予測

展開における発問の具体例

・説明・発問・指示
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「今日の学習で分かったことは、何ですか。」

「学習したことを、自分なりにまとめてみよう。」

「他の学習や日常生活に使えそうだと思ったことは
ありませんか。」

「もっと調べてみたいと思ったことはありま
せんか。」

次時への意欲喚起、分かったこと等の自覚

終末における発問の具体例

・説明・発問・指示
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よい指示とは

教科書を出して、60ページの３番の問題をや
りなさい。

① 教科書を出しなさい。
⇒全員が出しているか確認する。

② 60ページを開きなさい。
⇒全員が聞いているか確認する。

③ ３番の問題に取り組みなさい。
⇒全員が取り組んでいるか確認する。

出典 野中信行著 「新卒教師時代を生き抜く心得術60」

・説明・発問・指示
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・学習形態の工夫

種類 特徴

一斉学習

・共通課題や問題点を意識付け、共通の知
識や技能を身に付ける。

・多様な考えの交流により、質の高い考え
や見方に達する。

グループ学習

・小集団の話しやすい雰囲気で積極的に発
言することができる。

・交流により、新しい考えを生み出したり、
自分の考えを明らかにしたりする。

個別学習

・一人一人の能力や適性、興味・関心等の
違いに応じた学習により、高い学習効果
が期待できる。

出典 上川教育局「学習指導の充実のために」 8



板書の意義

板書は、児童生徒の思考の足跡を含めた授業で
の学習状況を「残す」ものである。音声はすぐ
に消えてしまうが、板書は、考えを述べ合うな
どした言葉が記録され、教師と児童生徒が目で
見て確認することができることから、学習内容
の習得を図る上で大切である。

・板書

北海道教育委員会「令和５年度学校教育の手引」を基に作成 9
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各指導過程において、板書には次のような役割
がある。
〔導 入〕
・学習課題やねらいを明示したり、学習資料を
提供したりすることにより、児童生徒にこれ
から行う学習について見通しをもたせ、意識
を集中させたり、意欲を喚起させたりする。

〔展 開〕
・学習過程や授業の構造を明確にし、児童生徒
の考えや疑問、気付き、発想を引き出し、そ
れらを発展させる。

〔まとめ〕
・児童生徒の考えを整理し、学習結果をまとめ、
理解を確かなものにする。

板書の役割（例）

・板書

出典 北海道立教育研究所「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」



板書の仕方（例）

小学校第６学年算数「円の面積」

電子黒板

導入

展開

まとめ

展開：児童生徒の意見や発表を板書
児童の考えや疑問、気付き、発想を引き出し、それらを
発展させるために小ボードを活用して、児童の考えの変
容が分かるようにしている。

まとめ：学習結果のまと
めを板書
児童生徒の考えを整理し、
学習結果をまとめ、理解
を確かなものにする。

導入：学習課題を板書
学習課題を明示し、児童にこれ
から行う学習について見通しを
もたせている。

・板書の仕方
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ポイント

１ 目的に応じたノートの使い方を指導
する。

２ ノートのもつ機能を生かす。
３ 板書との関連を重視する。
４ 児童生徒のノートを活用する。

・ノート指導

出典 北海道立教育研究所「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」
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・ノートの例

13
北海道立教育研究所「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」を基に作成

１ 目的に応じたノートの使い方
学習日や学習課題などが丁寧に書かれ、振
り返りができるように記録している。



・ノートの例

北海道立教育研究所「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」を基に作成 14

２ ノートのもつ機能を生かす
①吹き出しや②付箋を使い、自分の
考えや感想を整理している。

３ 板書との関連
③実験の結果からわかった
ことや考えたことを自分の
言葉で書いたり、授業まと
めの板書と関連するように
工夫したりしている。



・ノートの例
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北海道立教育研究所「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」を基に作成

４ 児童生徒のノートを活用
④助言や励ましの言葉、感想などを添え、学習への意欲を高める
ようにする。
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机間指導は、子どもの学習状況を的確に把握し、
子どもの考え方のよさを生かしたり、つまずきに対
する個別指導を行ったりするとともに、次の時間の
授業展開の修正などに生かすために行うことが大切

ポイント

１ 子どもの学習状況の把握

２ 学習状況に応じた個別指導

３ 教師の指導についての評価

４ 授業展開の考察及び修正

・机間指導

出典 北海道立教育研究所「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」



・ティーム・ティーチングによる机間指導

役割分担の
明確化
（学習前）

児童生徒一人一人の実態を踏まえ、ど
の児童生徒にどのようにかかわるのかな
ど、互いの役割分担を明確にし、机間指
導の計画を立案する。

学習状況の
交流
（学習中）

学習の途中で児童生徒の学習状況を交
流し、一人一人の学習状況の変化に対応
できるよう、役割分担をする。

評価情報の
共有
（学習後）

本時における児童生徒の学習状況を共
有化し、次時の机間指導の充実につなげ
る。

出典 上川教育局「学習指導の充実のために」 17



(使用例)
○ 録画機能を活用して、
スピーチをよりよいもの
とする

○ クラウドを活用して、
ガイドマップを共同編集
する

○ 表計算ソフトで資料の
特徴について考察する

等

ＩＣＴを活用した学習指導

・ＩＣＴの活用

出典 北海道教育委員会「ＩＣＴ活用ポータルサイト
にアクセスしてＩＣＴを活用した授業にチャレ
ンジ」 18
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【小学校】

参考資料

【中学校】

○授業改善推進チーム
実践資料

【授業改善推進チーム】
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【北海道版結果報告書】

参考資料

【入学者選抜状況報告書】 【家庭学習の手引】
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参考資料

【高等学校教育課程編成・実施の手引】

○高等学校教育課程
編成・実施の手引

【教職員研修動画】

○教職員研修動画
「ツールキット」
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参考資料

【StuDX Style】 【ＩＣＴ活用ポータルサイト】


